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　財団法人群馬県私学振興会が公益財団法人に移行して、４年が経過いたしました。
このたび、６月16日に開催された定時評議員会におきまして、任期満了に伴う理事及
び評議員の改選が行われ、新たな体制が整いました。また、引き続き開催された臨時
理事会におきまして、正副理事長の選定が行われ、理事長には私が、また副理事長に
は各学種の代表者がそれぞれ再任されました。
　もとより微力ではございますが、役職員が一致協力し、本県の私学振興、発展のた

め精一杯努力して参りますので、引き続き会員の皆様のご理解とご協力を、宜しくお願い申し上げます。
　さて、人口減少社会の到来など、私立学校を取り巻く環境は厳しさを増しておりますが、本県の私学
関係者は、これまでも、建学の精神に基づき、困難な状況の中でも時代の変化を先取りし、県内外の皆
様の教育ニーズに応えて参りました。
　本県では、全国でもまれな、幼稚園から大学までの私学関係５団体が一体となって、私立学校におけ
る教育環境の整備充実に努めております。会員の皆様には、今後とも、お互いに切磋琢磨しながら私立
学校教育の充実、発展を図って行けるよう、なお一層のご支援を賜りますよう宜しくお願いいたします。

理事長ご挨拶

理事長　森 本 純 生

公益財団法人群馬県私学振興会　役員名簿

（理事14名)
役職名 氏　 　　　名 学 校 法 人 等 役 職 名

理 事 長 森　本　　純　生 高崎商科大学理事長
副理事長 須　藤　　賢　一 高崎健康福祉大学理事長

〃 野　口　　秀　樹 明照学園理事長
〃 原　　　　徳　明 満勝寺学園理事長
〃 中　島　　利　郎 有坂中央学園理事長

理　　事 鈴　木　　利　定 昌賢学園理事長
〃 関　﨑　　悦　子 桐丘学園理事長
〃 根　岸　　　　弘 関東学園大学附属高等学校校長
〃 山　田　　佳栄子 門屋学園理事長
〃 柳　　　　　　晋 柳学園理事長
〃 権　頭　　俊　澄 恵光学園理事長
〃 遠　山　　　　巍 山崎学園理事長
〃 鈴　木　　良　幸 NIPPONおもてなし専門学校校長

常務理事 品　川　　　　豊 群馬県私学振興会事務局長

（監事３名)
役職名 氏　 　　　名 学 校 法 人 等 役 職 名

監　　事 小和瀬　　たかみ 高崎健康福祉大学附属幼稚園園長
〃 北　沢　　俊　春 有坂中央学園専務理事
〃 高　村　　利　久 おりひめ法律事務所

（評議員15名)
役職名 氏　　　　　　名 学 校 法 人 等 役 職 名

評 議 員 中　村　　義　寛 群馬育英学園理事長
〃 跡　部　　洋　一 共愛学園理事長
〃 澁　谷　　朋　子 学文館理事長
〃 髙　山　　幸　索 常磐高等学校校長
〃 村　　　　清　司 東京農業大学第二高等学校校長
〃 竹　渕　　　　敏 前橋育英高等学校校長
〃 蜂須賀　　和　夫 国分寺学園理事長
〃 金　子　　　　仁 一隅学園理事長
〃 森　下　　幸　夫 金山幼稚園園長
〃 須　田　　征　洋 のびのび幼稚園園長
〃 小　林　　　　勝 静和第二幼稚園園長
〃 佐　俣　　俊　彦 東日本製菓技術専門学校校長
〃 寺　尾　　球　司 国際科学技術学院理事長
〃 星　野　　　　貴 HAC国際学園会長理事
〃 佐　藤　　律　夫 藤仁館学園理事長

【平成28年６月16日就任】
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◆施設・設備整備資金融資あっせん事業

資金内容

校舎及び附帯施設の整備事業
校具・教具等設備の整備事業
校地の取得及び造成（利子補給対象外）
本会が特に必要と認めた事業

融資金額 2,000万円（特例：4,000万円）

融資期間 ６年以内（融資年度は措置）

融資利率
0.55％　振興会より0.40％の利子補給あ
り。なお、土地については利子補給がない
ため0.95％

申し込み 受付時期 ５月上旬 ８月上旬 11月上旬
あっせん時期 ７月上旬 10月上旬 12月中旬

返済方法 元金均等10回償還（３月と９月）

取扱機関 群馬銀行本支店

◆経営資金貸付事業
資金内容 学校の運営に必要な施設整備資金以外の資金 融資金額 400万円（貸付限度額）

申し込み 毎月15日までに申込書提出 融資期間 １年以内

返済方法 期限一括返済 融資利率 0.15％

取扱機関 群馬県私学振興会

◆広報事業
会報発行 「私学ぐんま」私学が行っている諸事業を周知し、理解を深めるため会報を発行します。

発行予定 ６月・12月 配布先 群馬県内私学教職員等

新聞掲載 「群馬の私学」群馬県の私学を県民の方々に広くピーアールするため新聞に掲載します。

掲載予定 ８月

◆私立小・中・高等学校中堅教員研修（実施　群馬県私立小・中・高等学校協会）
開催日 ８月３日～４日 対象者 中学校・高等学校中堅教員

中堅教員としての心構え・在り方等について理解を深めるとともに、中堅教員として求められる使命感の高揚
並びに資質向上を図るため研修します。

◆教職員コミュニケーション研修
開催日 ８月 対象者 中堅教職員

渉外力、広報宣伝力、プレゼンテーション力の基盤である社会人としてのマナーやコミュニケーション力の向
上を図るため研修します。

◆教職員海外研修
開催日 10月16日～23日 対象者 教職員

諸外国の教育の実情を理解し研究・研修を持続することにより、本県私学教育の充実と県民の教育文化の向上
に寄与するために研修します。

◆学校法人会計基準研修（共催　群馬県・日本公認会計士協会群馬県会）
開催日 11月15日 対象者 会計事務担当者・責任者

会計事務担当者等が学校法人会計基準に対する理解を深めることにより、学校経営の合理化・適正化を図るた
め研修します。

◆群私幼教職員冬季研修大会（実施　群馬県私立幼稚園・認定こども園協会）
開催日 １月20日 対象者 幼稚園教諭

全教職員が一堂に会し、組織的に「幼児教育の本質」を学び合い、保育技術を磨き合うため研修します。

◆私学振興講演会
開催日 ８月・１月予定 対象者 会員・一般

私学振興に関する情報提供を行うことにより、私立学校教育の充実及び振興を図り、教育文化の高揚に資する
ことを目的に研修します。

◆生涯学習促進事業（実施　群馬県専修学校各種学校連合会）
開催日 ７月～11月予定 対象者 県民の方々

地域における生涯学習の推進を図り、私立学校教育の振興に資するため、学校の実施する公開講座に対し、補
助金を交付します。

◆私立大学スポーツ大会事業（実施　群馬県私立大学協会）
開催日 10月１日～２日 対象者 群馬県私立大学生

群馬県私立大学協会と共催し、スポーツ大会の補助金を交付します。

◆私立高等学校生徒指導連絡会議（共催　群馬県・群馬県私立小・中・高等学校協会）
開催日 ７月12日 対象者 高等学校生徒指導担当教諭

生徒指導上の諸問題について、現況の把握・情報交換及び研究協議等を行い、私立高等学校の生徒指導担当教
諭の指導力の向上を図るため研修します。

平成28年度　事　業　計　画
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　１泊２日の短い中でも非常に
内容の濃い研修であった。全体
として全ての講演から伝わって
くることは、『危機意識』を持ち
なさいということであると思う。
　現在と遠くない未来の生徒数
の具体的な減少により、今後私
学が生き残っていくためには、

もっと各私学の魅力を表に出さなくてはならないし、
もっと組織的に高まっていかないと乗り越えられない
し、もっと地域に対して貢献していかないといけない
し、そのようにするための正解は無いけれども、中堅
者として、一教員としてどのような振る舞いをしてい
かなければならないのか、とても考えさせられる内容
でありました。物理的な問題で、遠くない未来にこの
研修に来ていた学校のどこかの学校が無くなるような
ことが起こるんだと強く認識いたしました。そしてそ
れは、「絶対に本校ではない」とは決して言えないなと

強く感じました。
　群馬県総務部学事法制課、半田課長は、この現在の
状況において私学だからこそできることがあると私学
の成功例とともに熱いメッセージを頂いた気がしてお
ります。
　新島学園の岩間校長先生は中堅教員はどうあるべき
か、リーダーシップとはどうあるべきかについてご自
身の経験を基に講義されました。カリスマリーダーで
はなく、サーベントリーダーこそ求められる。という
言葉から、自分自身が若くして学年主任になり、情け
ないことにもがき苦しんでいるのですが、一つどのよ
うなリーダーを目指せばよいのか、光が見えた気がい
たしました。
　また、２日目の「私学をどのようにアピールすれば
いいか」について、他校の先生方と意見の交流ができ
たこと、とても貴重な体験ができました。どの学校で
も同じような悩みを抱えているのだと今後自分自身が
頑張る理由の一つになりました。
　最後に、このよう
な会を開催し、準備
等 に 尽 力 し て く だ
さった関係者の皆様
へ感謝の意を表した
いと思います。

関東学園大学附属高等学校　田中　真人

共愛学園前橋国際大学　後藤さゆり

中堅教員研修に
参加して

平成27年度　
共愛学園前橋国際大学
公開講座について

　平成27年度の公開講座は地域児童教育専攻（小学

校教員養成課程）児童教育コースの開設10周年を記

念して開催されました。グローバル化の進展や高度情

報化社会、少子化といった様々な社会要因を背景とし

て、現代を生き抜くために必要とされる力は変化して

います。その力は、個人の生きる力に帰結するだけで

はなく、自ら参画して社会を共に創っていく主体とし

て求められる力でもあります。そこで、今年度の公開

講座では、「未来をつくる教育の力」をテーマに掲げ、

未来を担う子ども・若者のために取り組むべき教育に

ついて考えました。

　第１回は10月31日（土）で、元バドミントンプレー

ヤーの小椋久美子氏を講師に迎え、「スポーツの魅力　

～現代の子供たちに伝えたいこと～」と題して行われ

ました。講演では、小椋氏の幼少期・中・高時代の過

ごし方や競技選手当時のエピソードを通して、スポー

ツの魅力についてお話しいただきました。

　第２回は11月21日（土）で、帝京大学高等教育開発

センター長の土持ゲーリー法一教授に「自律的学修者

の育成とアクティブラーニング　～理論から実践へ」

と題して講演していただきました。講演では、これか

らの学び方としてアクティブラーニングがなぜ必要な

のか、アメリカの事例を交えわかりやすくお話しいた

だきました。また、この講演は本学が文科省から採択

を受けている大学教育再生加速プログラムシンポジウ

ムの基調講演を兼ねており、講演後には本学の佐藤賢

輔特任研究員が本学におけるアクティブラーニングの

導入・実質化についての研究成果を報告しました。

　第３回は12月5日（土）で、本学の竹内愛専任講師に

よって「グロ－バル人材育成のための教育とは？　～

取組みと諸課題～」と題して行われました。講演では、

これからの社会で求められるグローバル人材像とその

育成課題についてわかりやすく解説しました。

　これからも公開講座を通して、地域の皆様とともに

知の探究を進めて参りたいと考えています。
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　平成28年１月20日に伊勢崎市文化会館大ホールにおい

て、群馬県私立幼稚園・認定こども園協会教職員冬季研修

大会が開催されました。

　研修会当日は早朝から降雪となり、路面の凍結や吹雪の

影響で、開催時間を少し遅らせてのスタートとなりました。

交通機関の遅れや道路渋滞で参加数の減少も危ぶまれまし

たが、996人の参加者が集まり研修大会を行うことができ

ました。

　今回は「幼児教育の本質と多様性を探究する」を研修大

会のテーマとして開催されました。

　最初の開会式では協会長や学事法制課長のご挨拶と平成

27年度群馬県私立学校教員等永年勤続者顕彰伝達式があ

り３名の先生が表彰されました。

　研修会に移り、講演①では「幼児教育の質を保障する保

育の実現に向けて」～社会の変容と環境の捉え方～と題し

て十文字学園女子大学教授の岡上直子先生に講演していた

だきました。子どもは遊びの中で、充実感、達成感、自分

の力の認知、チャレンジして発達を促す体験、仲間との協

同性を学んでいること。そのための環境構成と援助の在り

方のポイントなどを学び午前の部が終了しました。

　本校では『日常着を手作りで……』 をテーマに、今

年は「ウェストゴムのガウチョパンツ」を製作しまし

た。日程は10月10日、17日、24日の３日間です。定員

は15名でしたが希望者が多く、20名で締め切りました。

１日目：テキストよりガウチョパンツの説明から入り、

ガウチョとは南アメリカの草原地帯に住む牧童（カウ

ボーイ）のことで、彼らがはいているふくらはぎ位の

丈でゆったりした裾広がりのパンツです。なお日経ト

レンディによる2015年ヒット商品30の中に「北陸新

幹線」「火花」等に次いで第６位に入っていました。

布地は各自持参し、まずは採寸から始め、見本作品を

試着したりしてからパターンの製作に入りました。次

に布地の裁断で柄合わせや布目線について注意し、し

るし付けをしました。今回はパターンの枚数が少ない

ので短時間で１日目の予定が終わり、２日目予定の縫

い代にロックミシンをかけるまで進む事が出来ました。

受講生には上級者から初めてロックミシンをかける方

もおり、お互いに助け合いながら1日目が終了しました。

　午後の部では初めに平成27年度全日本私立幼稚園連合会

永年勤続表彰伝達式が行われ、２名の先生が表彰されました。

　続いての講演②では「ことばかけの保育から五感に働き

かける保育へ」～♪げんこつ山のたぬきさん♪が教えてく

れるもの～をテーマに尚絅学院大学名誉教授、同附属幼稚

園園長の岩倉政城先生の講演でした。先生に自らかかわろ

うとする子（１列目の子ども）、次にかかわろうと順番を

待っている子（２列目の子ども）、以外に、自ら近づかず

にいる子（３列目の子ども）にも、心の通うふれ合い、情

動調律（他者と情緒を共有する能力）を大切に子ども達と

かかわること。五感で得られた体験が情緒を作り、その情

緒に裏づけられてはじめてことばは意味を持ってくること

を教えていただきました。

　研修最後のコマは実技（感性を磨く）講座「こどもがま

んなかPROJECTコンサート＆絵本のつどい」としてピア

ノ・広中舞さん、ヴァイオリン・竹原奈津さんによるピア

ノとヴァイオリンの演奏で、モーツァルト、ベートーベン

などの名曲を聴き、優雅なひと時が持てました。演奏の合

間に楽器構造や作曲者についてのお話しもしていただきま

した。

　雪の影響により様々

な場面で心配された研

修会でしたが、全教職

員の協力のもとに、な

んとか無事に開催する

ことができました。

２日目：脇縫い目のポケットを作ります。次に股下を

縫い、そして裾の始末です。ステッチミシンをかける

方、まつる方がおりました。ゴム通し口を明けて股上

縫い、丈夫にするため二度縫いをします。だんだんパ

ンツらしくなりました。

３日目：ウエストの始末です。裏布をつける方はここ

で表・裏布を合わせ中とじをします。ウエストにス

テッチをかけゴムを通します。太いゴムのため苦戦し

ている方もおりましたが、全員が時間内に出来上がり

講師一同ホッといたしました。

　最後に試着発表し、一人ずつ笑顔のポーズで記念写

真を撮り、アンケートを提出して頂き、県民カレッジ

手帳持参の方には、スタンプを押して無事終了いたし

ました。「このまま、はいて行こう。」「友達に自慢し

よう」という感想の声を聞き、講師としてうれしく思

いました。後日写真を郵送しましたら、お礼の手紙や

電話を頂き、これからも手作り服に挑戦して……。と

願いました。

大利根幼稚園　髙月　広喜

島田文化服装専門学校　島田　文江

群馬県私立幼稚園・認定こども
園協会教職員冬季研修大会

2015年生涯学習を
振り返って
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平成28年度　私学団体  事業計画
【群馬県私立大学協会】

事　　　業　　　名 実施年月日 実施内容
総 会 群馬県私立大学協会総会 ４月15日 平成28年度事業計画等

会 議
代表者会議 ２月上旬 平成29年度事業計画等
広報担当者会議 未定 未定

大 会 私立大学スポーツ大会 10月１日・２日 ALSOKぐんま総合スポーツアリーナほか

広 報
PRコマーシャルの放映 ６月上旬から３カ月間（予） 群馬テレビ
学生募集広告等 ５月下旬・10月中旬（予） 上毛新聞

【群馬県専修学校各種学校連合会】
事　　　業　　　名 日程 事業の内容

諸 会 議

定時総会 ６月14日 平成27年度事業報告・収支計算、会員の異動
平成28年度事業計画・収支予算

理事会・正副会長会議
５月
３月
随時

決算理事会（公社総合ビル）
予算理事会・正副会長会議（公社総合ビル）
当面の案件協議（公社総合ビル）

会計監査 ４月22日 27年度会計監査（私学センター）
各種委員会 随時 当面の案件協議（公社総合ビル）

研 修 事 業

教職員研修 ３月下旬 会員校の教職員研修
　教職員・経営者向け２分科研修

設置者研修 １月
日帰り設置者・校長等研修
　学事法制課の行政指導と研修
　研修終了後は会員相互の親睦会の実施

部会活動 随時 分野別活動、研修

北関東信越　ブロック大会 ８月23～24日
第47回北関東信越ブロック大会
　（群馬県：伊香保　福一　群専各創立70周年記念事
業同時開催）

ブロック会議 11月予定 正副会長・事務局長会議－茨城県担当－

職業教育事業
職業教育推進事業 ９月～10月 新聞広告（上毛新聞他）
職業教育連携事業

（講師派遣事業） 随時 中学・高校から職業体験講座として講師派遣依頼が
あった時に出向いて講習する。

広 報 事 業
新聞広告 ９月～10月

３月
生徒募集広告（読売広告）

「群馬の私学」掲載協力（上毛新聞社）

ホームページ更新 ６月 26年度会員校情報、協会事業紹介等ＨＰのリニューア
ル（（株)東日本技術研究所）

生 涯 学 習
促 進 事 業 生涯学習促進事業

６月中旬
７月～１月

地域住民が意欲ある日々を送るため学校の技術・技
能・教育設備を提供し、独自性のある講座を開催。出
前・出張講座も可
関係機関等への広報活動
開放講座実施（実施校）

講 習 会 教育講習
７月23日
　　24日
11月

会員校生徒に教員としての基礎教育
　基礎教育講習Ⅰ（公社総合ビル）
　准教員教育講習（公社総合ビル）
規定のレポートを提出し、採点後、教員認定の基礎資
格となる終了証を発行

検 定 及 び
認 定 事 業

技術検定 １月16日
２月20日

服飾教員資格認定の基礎資格検定
検定試験（会場・各実施校）
技術検定合格認定

（日本ファッション教育振興協会等）

教員資格認定

３月31日

３月１日

専門学校准教員（全分野対象）認定
（職業教育キャリア教育財団）
群馬県各種学校（服飾）教員資格認定

（群専各服飾教員資格認定委員会）

教 員 免 許
交 付 事 業 専修学校教員免許交付 ９月18日

　　24日

10月28日

専各校の現職教員に教員認定証授与。専各校教員にふ
さわしい一般社会人には、専修学校教員資格者として
認定し認定証を授与する。
講習会：教育心理、カウンセリング、職業教育論、キャ
リアを考える、ビジネスマナー講義　等

（公社総合ビル）
教員免許交付（専修学校教員資格認定機構の認定）

そ の 他 の
活 動 表彰事業 ２月

学業優秀学習者、永年勤続教職員表彰
（職業教育・キャリア教育財団）
教職員及び学習者に対する群専各連合会長表彰
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【群馬県私立小・中・高等学校協会】
事　　　業　　　名 実施年月日 会場等

総 会
群馬県私立小・中・高等学校協会総会・
定例会

5月11日～12日 渋川市伊香保町「塚越屋七兵衛」

３月３日 関東学園大学附属高等学校

定 例 会

７月定例会 ７月15日 ラシーネ

９月定例会 ９月９日 共愛学園中学校・高等学校

11月定例会 11月11日 明和県央高等学校

１月定例会 １月20日 桐生第一高等学校

会 議
私立高等学校生徒指導連絡会議 ７月12日 群馬県公社総合ビル

県中学校長会進路指導部との連絡協議会 ６月28日 生涯学習センター

研 修

管理職等研修 10月17日 先進校視察

初任者研修北関東地区研修会 ６月22日～24日 渋川市伊香保町「ホテル天坊」

中堅教員研修 ８月３日～４日 渋川市伊香保町「ホテル天坊」

教科研修会 ９月28日 常磐高等学校

教務担当者講習会 11月14日 群馬県公社総合ビル

適 性 検 査 私立中学・高等学校教員適性検査 ８月20日 高崎商科大学

保 護 者 会
県私立中学高等学校保護者会連合会総会 ５月31日 ラネーネ

県私学保護者会連合会理事会・学校見学会 10月21日 東京農業大学第二高等学校

同上 ２月17日 共愛学園中学校・高等学校

【協力事業】
期　日 開 催 事 業 会　場

平成28年 ５月18日(水) 新任幼稚園長等研修① 群馬県総合教育センター
５月25日(水) 幼稚園等５年経験者研修① 群馬県総合教育センター
６月７日(火) 幼稚園等３年目経験者研修① 群馬県総合教育センター
６月14日(火) 新任幼稚園教頭・主任等研修 群馬県総合教育センター
６月15日(水) 新任幼稚園長等研修② 公開保育(みなかみ町立にいはるこども園)
８月４日(木) 幼稚園等５年経験者研修② 群馬県総合教育センター
11月２日(水) 幼稚園等５年経験者研修③ 群馬県総合教育センター

平成29年 ２月15日(水) 幼稚園等３年目経験者研修② 群馬県総合教育センター

【群馬県私立幼稚園・認定こども園協会】
開　催　事　業 実　施　日 会　　　場 主　　催 備　考

新規採用教員研修会（前期Ⅰ） 28.4.2(土) 群馬県公社総合ビル 群私幼（県補助事業）
新規採用教員研修会（前期Ⅱ） 28.4.4(月) 群馬県総合教育センター 群馬県、県教委 公私合同
群私幼定時総会 28.5.11(水） 前橋マーキュリーホテル 群私幼
全日私幼連　定時総会 28.5.24(火） 私学会館 全日私幼連 代表者
群私幼ＰＴＡ総会 28.5.25(水） 群馬県公社総合ビル 群私幼・ＰＴＡ連合会
新規採用教員研修会（前期Ⅲ） 28.5.27(金） 群馬県総合教育センター 群馬県、県教委 公私合同
主任研修会 28.6.8(水） 群馬県公社総合ビル 群私幼
群馬県幼稚園教育課程研究協議会 28.6.22(水） 群馬県総合教育センター 群馬県、県教委
就職説明会 28.7.3(日） ホテルラシーネ新前橋 群私幼
園児送迎用バス運転手講習会 28.7.22(金) 赤城自動車教習所 群私幼
新規採用教員研修会（中期Ⅰ） 28.7.25(月).26(火) 群馬県勤労福祉センター 群私幼 日帰り
夏季研修会(中級講座） 28.8.1(月).2(火) 伊香保天坊 群私幼 １泊２日　
新規採用教員研修会（中期Ⅱ）① 28.8.3(水） 県立県民健康科学大学 群馬県(県委託事業） 日帰り：公私合同
夏季研修会(上級講座） 28.8.4(木).5(金) 伊香保天坊 群私幼 １泊２日　
新規採用教員研修会（中期Ⅱ）② 28.8.8(月).9(火) 県立東毛青少年自然の家 群馬県(県委託事業） １泊２日：公私合同
夏季研修会(初級講座） 28.8.10(水).11(木) 伊香保天坊 群私幼 日帰り
第７回　幼児教育実践学会 28.8.18(木).19(金) 東京家政大学 全日幼児教育研究機構
関東地区教員研修（埼玉）大会 28.8.23(火).24(水) さいたま市：大宮ソニックシティ 全日私幼連関東地区会
幼稚園教諭・保育士適性検査 28.8.27(土) 高崎商科大学 群私幼
設置者・園長全国研修大会 28.10.17(月).18(火) 石川県：金沢市 全日私幼連
新規採用教員研修会（後期Ⅰ） 28.10.18(火) (認)きざきまち幼稚園 群馬県(県委託事業）
群馬県幼稚園教育課程研究協議会 28.10.24(月) 群馬県総合教育センター 群馬県、県教委
関東地区代表者協議会(山梨) 28.11.10(木).11(金) 富士吉田市：富士急ハイランドホテル 全日私幼連関東地区会 １泊２日：代表者
設置者・園長研修会① 28.11.22(火) ホテルメトロポリタン高崎 群私幼
群私幼研究委員研修会 28.12.26(月) 群馬県公社総合ビル 群私幼
群私幼教職員冬季研修大会 29.1.20(金) 伊勢崎市文化会館 群私幼（振興会補助事業）
新規採用教員研修会（後期Ⅱ） 29.1.25(水) 群馬県総合教育センター 群馬県、県教委 公私合同
設置者・園長研修会②・臨時総会 29.2.22(水) 群馬県公社総合ビル 群私幼
※この日程は変更される場合がありますので、あらかじめご了承ください。
※県幼児教育センター関連研修については研究部事業計画を参照。



公益財団法人 群馬県私学振興会
理事長　森本純生

広報委員会
　鈴木利定・遠山　巍・根岸　弘・柳　晋・中島利郎

〒371-0854
前橋市大渡町１丁目10番７号
　群馬県公社総合ビル６階　私学センター内
　TEL　027(255)6851（振興会)
　　　　027(280)6207（退職資金事業)
　FAX　027(280)6208
　URL
　　http://www.shigaku-gunma.or.jp

　　　　　　　　　　平成28年６月発行

　色々な場面で紙に円を描き、
「これはなんでしょう」と問うこ
とがしばしばあります。

　多くの方々はためらわず「円」、「丸」と答え
ます。これは間違いではありませんが、正しく
ないといえます。それは、「ボールの影」と答え
ることもできるからです。
　概して、学校の先生は固定観念にとらわれ、
「社会常識を知らない」と揶揄されることがあ
りますが、この冊子は「円をボールの影」へと
導いているように思えます。
　ご一読いただいたこと、嬉しく思います。

� 編集委員　根岸　弘

編 集
後 記
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県人事異動

長い間ありがとうございました。

転出（新所属）

栗田　知明　人事委員会事務局任用係長（総括）

清水　直之　 総務部管財課財産活用推進室財
産活用係長（総括）

木下　聖崇　企業局出向（財務課主任）

櫻井　和美　前橋行政県税事務所

転入（旧所属）

羽鳥　　正　教育委員会学校人事課管理係長（総括）

田中　恵子　健康福祉部健康福祉課主幹

小林千恵子　健康福祉部国保援護課

高橋　健二　（新規採用）

受賞おめでとうございます。

旭日小綬章

桜井　直紀（平方学園）元理事長

瑞宝単光章

源内　和子（群馬医療福祉大学）看護学部准教授

県総合表彰

鈴木　利定（昌賢学園）理事長

蜂須賀和夫（国分寺学園）理事長

永年勤続者顕彰　

永井　智江（高崎商科大学佐藤幼稚園　教諭）

真下　　透（東日本製菓技術専門学校　専任教員）

星田　正久（専門学校群馬自動車大学校　専任教員）

ショート
コラム

　技術革新が「こと」をますます早めています。情報処理にしても空間移動にしても超高速と

いう、数十年前には夢や理想であったことが現実の姿となって身近な生活に浸透しています。

過去もそのまた過去の未来でしたから、「昔はこうだった」という引

き合いが必ず出ます。今、教育の場には経験や活動を自覚的な学び

に変える方法が重視されています。将来的にいかなる局面に遭遇し

てもそこに対応できる自分づくり、そして継続的な自分磨き、まさ

に何でもありの時代には【アクティブ・ラーニング】という学習方

法が時代の要請となるようです。仮説から実践、そして振り返りの

プロセスを再定義しているようです。（晋）

≪再考、「主体的な学び」≫

表彰受賞者


